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雇
用
の
安
定
・
県
内
定
住
と

志
教
育
の
推
進
を
目
指
し
産
学
官
が
協
力

仙
台
市
・
宮
城
県
の
産
学
連
携
を
推
進
す
る
取
組

第
１
０
０
回
「
寺
子
屋
せ
ん
だ
い
」
開
催

県
内
工
業
高
校
の
生
徒
た
ち
が
研
究
を
発
表

「
生
徒
活
動
成
果
発
表
会
」

　
10
月
23
日
、「
宮
城
県
に
お

け
る
雇
用
の
安
定
と
定
住
推
進

協
定
」
が
、
宮
城
県
、
宮
城
県

教
育
委
員
会
、
宮
城
労
働
局
と

の
間
で
締
結
さ
れ
た
。
県
教
委

を
含
め
た
雇
用
対
策
に
関
す
る

協
定
の
締
結
は
全
国
初
。

　
協
定
で
は
東
日
本
大
震
災
か

ら
の
創
造
的
復
興
と
地
方
創
生

の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
若
い
世
代

の
勤
労
観
や
職
業
観
の
醸
じ
ょ
う

成せ
い

に

努
め
る
な
ど
、
志
教
育
お
よ
び

雇
用
対
策
を
一
体
的
に
取
り
組

み
、
雇
用
の
安
定
と
県
内
定
住

を
推
進
す
る
。

　
村
井
嘉
浩
宮
城
県
知
事
は

「
ひ
と
り
で
も
多
く
の
県
民
が
地

元
で
安
心
し
て
働
く
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
３
者
が
相
互
に
協

力
し
合
い
、
安
定
し
た
雇
用
の

創
出
と
雇
用
の
質
を
高
め
る
取

組
を
行
っ
て
い
き
た
い
」
と
意

欲
を
示
し
た
。

　
ま
た
協
定
の
重
点
事
項
の
ひ

と
つ
で
あ
る
キ
ャ
リ
ア
教
育
・

志
教
育
に
県
全
体
で
取
り
組
む

た
め
、
東
北
経
済
産
業
局
、
東

北
学
院
大
学
（
C
O
C
+
事
業

実
施
責
任
者
）、
宮
城
県
中
小

企
業
家
同
友
会
を
加
え
た
６
者

間
で
「
キ
ャ
リ
ア
教
育
・
志
教

育
の
推
進
に
関
す
る
覚
書
」
を

締
結
。
仕
事
や
地
域
に
対
す
る

理
解
を
育
む
こ
と
で
若
年
無
業

者
な
ど
の
問
題
を
解
消
し
、
早

期
離
職
の
抑
制
と
地
元
定
着
を

目
指
し
て
事
業
を
展
開
す
る
。

　
仙
台
市
産
業
振
興
事
業
団
主

催
の
産
学
連
携
セ
ミ
ナ
ー
「
寺

子
屋
せ
ん
だ
い
」
が
、
11
月
20

日
に
せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー

ク
７
階
ス
タ
ジ
オ
シ
ア
タ
ー
に

て
開
催
さ
れ
た
。

　
2
0
0
4
年
の
開
始
以
来
、

１
０
０
回
目
と
な
る
今
回
の
セ

ミ
ナ
ー
に
は
１
０
０
名
以
上
の

地
元
企
業
関
係
者
が
参
加
。
講

演
会
で
は
、
世
界
で
初
め
て

白
色
有
機
Ｅ
Ｌ
素
子
の
開
発

に
成
功
し
、
有
機
Ｅ
Ｌ
の
世

界
的
権
威
と
し
て
も
知
ら
れ

る
山
形
大
学
大
学
院
理
工
学

研
究
科
の
城
戸
淳
二
教
授
が
、

有
機
Ｅ
Ｌ
の
開
発
に
至
っ
た

経
緯
や
、
ど
の
よ
う
に
応
用

で
き
る
の
か
な
ど
に
つ
い
て

紹
介
し
た
。

　
企
業
と
大
学
が
連
携
す
る
メ

リ
ッ
ト
に
つ
い
て
、
城
戸
教
授

は
「
研
究
に
は
膨
大
な
費
用
が

か
か
る
。
白
色
有
機
Ｅ
Ｌ
が
世

界
に
評
価
さ
れ
た
こ
と
を
き
っ

か
け
に
企
業
と
の
連
携
が
実
現

し
、
資
金
面
で
の
援
助
を
受
け

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は

非
常
に
あ
り
が
た
い
こ
と
だ
」

と
語
っ
た
。

　
本
セ
ミ
ナ
ー
を
き
っ
か
け
に
、

よ
り
一
層
、
企
業
と
大
学
の
連

携
が
進
む
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

　
県
内
の
工
業
系
専
門
高
校
が
、

日
頃
の
研
究
成
果
を
発
表
す
る

「
生
徒
活
動
成
果
発
表
会
」
が

10
月
31
日
、
石
巻
専
修
大
学
で

開
催
さ
れ
た
。

　
今
年
は
、
ス
テ
ー
ジ
の
部
に

9
チ
ー
ム
、
展
示
発
表
の
部
に

11
チ
ー
ム
が
エ
ン
ト
リ
ー
。
ス

テ
ー
ジ
の
部
で
は
、
生
徒
が
パ

ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
使
っ
た
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し
た
。

ま
た
展
示
発
表
の
部
で
は
、
各

チ
ー
ム
が
資
料
を
展
示
し
た

ブ
ー
ス
で
研
究
成
果
を
披
露
。

ど
の
チ
ー
ム
の
発
表
も
工
業
と

社
会
の
発
展
を
見
据
え
た
素
晴

ら
し
い
研
究
で
あ
っ
た
。

　
審
査
の
結
果
、
ス
テ
ー
ジ
の

部
で
は
石
巻
工
業
高
校
の
天
文

物
理
部
材
料
開
発
班
に
よ
る

「
自
作
の
光
触
媒
の
性
能
向
上

に
関
す
る
研
究
」
が
、
展
示
発

表
の
部
で
は
登
米
総
合
産
業
高

校
の
工
業
部
機
械
工
作
班
に
よ

る
「
圧
縮
空
気
の
有
効
活
用
の

研
究
」
が
そ
れ
ぞ
れ
最
優
秀
賞

を
受
賞
し
た
。
最
優
秀
賞
に
輝

い
た
２
チ
ー
ム
は
、
来
年
11
月

に
石
川
県
で
行
わ
れ
る
第
26
回

全
国
産
業
教
育
フ
ェ
ア
に
出
場

す
る
。

こ
れ
か
ら
の
イ
ベ
ン
ト
開
催
情
報

○
第
14
回
東
北
ポ
リ
テ
ッ
ク
ビ
ジ
ョ
ン

　『
東
北
か
ら
作
り
出
そ
う 

も
の
づ
く
り
の
未

来
を
、
発
揮
し
よ
う 

東
北
の
若
い
力
を
』
テ
ー

マ
に
、
東
北
職
業
能
力
開
発
大
学
校
、
付
属
青

森
校
、
付
属
秋
田
校
お
よ
び
県
立
短
期
大
学
校

な
ど
が
参
加
し
て
、「
も
の
づ
く
り
教
育
訓
練
」

の
成
果
、
受
託
・
共
同
研
究
な
ど
の
発
表
、
展
示
、

講
演
、競
技
会
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

【
開
催
予
定
日
】

日
時
／
2
月
19
日
（
金
）
9
時
30
分
～
17
時

　
　
　

2
月
20
日
（
土
）
9
時
～
15
時
30
分

場
所
／
東
北
職
業
能
力
開
発
大
学
校

※
詳
細
は
決
ま
り
次
第
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介

し
ま
す
。

問
　
／
0
2
2
8ｰ

2
2ｰ

2
0
8
2

http://w
w

w
3.jeed.or.jp/m

iyagi/college/
about/polytechnic.htm

l

○
新
規
高
卒
者
就
職
面
接
会

○
み
や
ぎ
新
規
大
卒
等
就
職
面
接
会

　
2
0
1
6
年
3
月
卒
業
予
定
の
高
校
・
大
学
の

新
卒
者
、
3
年
以
内
の
既
卒
者
を
対
象
と
し
た
就

職
面
接
会
を
実
施
し
ま
す
。事
前
申
し
込
み
は
不
要
。

【
開
催
予
定
日
】

・「
新
規
高
卒
者
就
職
面
接
会
」

日
時
／
2
月
8
日
（
月
）

場
所
／
ア
エ
ル
5
階

・「
み
や
ぎ
新
規
大
卒
等
就
職
面
接
会
」

日
時
／
2
月
18
日
（
木
）

場
所
／
ア
エ
ル
5
階

※
開
始
時
刻
は
未
定

主
催
／
宮
城
県
、宮
城
労
働
局
、仙
台
市
、ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク

問
　
／
0
2
2ｰ

2
1
1ｰ

2
7
7
2

　
　
　（
県
雇
用
対
策
課
）

ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
！

「宮城県における雇用の安定と定住
推進協定」では３者が、「キャリア
教育・志教育の推進に関する覚書」
では６者が締結

山形大学大学院理工学研究科の城戸淳二教授

午後からは展示発表の部。11 チームが
ブースを構え、各自の成果を順に発表した

午前中はステージの部。9 チームがパワー
ポイントを使って研究発表を行った
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東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
で

地
域
再
生
に
取
り
組
む
若
者
同

士
の
交
流
・
活
動
報
告
な
ど
を

目
的
と
し
た
「
住
友
商
事
ユ
ー

ス
チ
ャ
レ
ン
ジ
・
フ
ォ
ー
ラ
ム

２
０
１
５
」
が
、
９
月
12
日
と

13
日
に
仙
台
市
内
で
行
わ
れ
た
。

　
12
日
に
は
、「
中
間
報
告
会
」

が
開
か
れ
、
住
友
商
事
株
式
会

社
（
東
京
都
）
が
実
施
す
る
「
東

日
本
再
生
ユ
ー
ス
チ
ャ
レ
ン
ジ
・

プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
助
成
を
受
け

る
大
学
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
学
生

グ
ル
ー
プ
の
関
係
者
が

参
加
し
た
。
気
仙
沼
の

若
者
と
協
働
し
て
、
東
京

圏
で
水
産
加
工
品
の
販

路
開
拓
を
目
指
す
取
組

や
、
石
巻
市
と
東
松
島

市
の
６
つ
の
高
校
と
連
携

し
て
、
新
ブ
ラ
ン
ド
を
創

出
す
る
取
組
な
ど
、
今
年

度
新
た
に
助
成
を
受
け

て
い
る
11
団
体
が
、
こ
れ

ま
で
の
活
動
を
発
表
し
た
。

　
講
評
で
は
、
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
Ｊ
Ｕ
Ｏ
Ｎ
（
樹
恩
）
Ｎ
Ｅ
Ｔ

Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｋ
事
務
局
長
の
鹿か

住す
み

貴た
か
ゆ
き之

さ
ん
が
、「
被
災
地
の
若
者

が
高
校
卒
業
後
も
地
元
で
働
く

環
境
を
つ
く
る
た
め
に
も
、
み

な
さ
ん
が
活
動
を
続
け
る
こ
と

は
、
と
て
も
大
切
な
こ
と
で
す
」

と
参
加
者
に
エ
ー
ル
を
送
っ
た
。

　
13
日
に
は
、
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ

シ
ョ
ン
と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
行

わ
れ
、
参
加
者
は
震
災
後
４
年

が
経
過
し
た
、
現
在
の
被
災
地

支
援
の
意
義
に
つ
い
て
意
見
を

交
わ
し
た
。

　
小
中
学
生
を
対
象
に
、
科
学

の
プ
ロ
セ
ス
と
も
の
づ
く
り
の

楽
し
さ
を
伝
え
る
「
サ
イ
エ
ン

ス
プ
ラ
ス
」（
主
催
：
宮
城
県
）

が
10
月
3
日
、
東
北
職
業
能
力

開
発
大
学
校
（
栗
原
市
）
に
お

い
て
開
催
さ
れ
、
3
5
0
人
が

参
加
し
た
。

　
栗
原
市
内
の
企
業
・
高
校
・

同
大
学
校
な
ど
が
、
合
わ
せ

て
14
の
科
学
体
験
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
実
施
し
た
。
参
加
し
た

児
童
生
徒
は
、
液
体
窒
素
で

さ
ま
ざ
ま
な
物
体
を
凍
ら
せ

た
り
、
L
E
D
キ
ャ
ン
ド
ル

を
作
っ
た
り
し
て
楽
し
ん
だ
。

　
こ
の
日
は
、「
東
北
ポ
リ
テ
ッ

ク
ビ
ジ
ョ
ン
in
栗
原
」（
主
催
：

東
北
職
業
能
力
開
発
大
学
校
）

も
同
時
に
行
わ
れ
た
。

　
電
子
オ
ル
ゴ
ー
ル
づ
く
り
や

エ
ア
エ
ン
ジ
ン
カ
ー
づ
く
り
な

ど
、
親
子
で
楽
し
む
こ
と
が
で

き
る
４
つ
の
も
の
づ
く
り
教
室

は
、
い
ず
れ
も
盛
況
を
見
せ
た
。

　
将
来
の
も
の
づ
く
り
社
会
を

担
う
人
材
育
成
を
ね
ら
い
開
催

さ
れ
た
２
つ
の
イ
ベ
ン
ト
。
参

加
し
た
子
ど
も
た
ち
の
中
か
ら
、

日
本
の
も
の
づ
く
り
を
担
う
人

材
が
登
場
す
る
こ
と
に
、
大
き

な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
る
。

考
え
る
楽
し
さ
、
作
る
喜
び
を
見
つ
け
る

「
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ラ
ス
」「
東
北
ポ
リ
テ
ッ
ク
ビ
ジ
ョ
ン
in
栗
原
」

被
災
地
を
支
援
す
る
若
者
が
こ
れ
ま
で
の
活
動
を
報
告

住
友
商
事
ユ
ー
ス
チ
ャ
レ
ン
ジ
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
５

　
10
月
9
日
、
仙
台
高
等
技
術

専
門
校
の
自
動
車
整
備
科
一
年

の
学
生
が
、
み
や
ぎ
生
協
小
鶴

新
田
店
（
仙
台
市
）
に
お
い
て

自
動
車
の
無
料
点
検
を
行
っ
た
。

　
校
内
の
教
材
車
を
使
っ
て

「
愛
車
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
票
」

を
も
と
に
練
習
を
積
み
、
直
前

に
は
、
学
生
や
職
員
の
車
で
本

番
さ
な
が
ら
に
練
習
も
こ
な

し
て
き
た
と
い
う
。
当
日
は
天

気
に
も
恵
ま
れ
、
市
内
の
自
動

車
整
備
士
と
と
も
に
、
買
い
物

客
の
車
を
点
検
し
た
。

　
外
観
（
灯
火
類
、
タ
イ
ヤ
）、

エ
ン
ジ
ン
ル
ー
ム
内
（
ブ
レ
ー

キ
液
、
バ
ッ
テ
リ
ー
、
冷
却

水
、
オ
イ
ル
類
、
ベ
ル
ト
関
係
）、

室
内
（
ハ
ン
ド
ル
、駐
車
ブ
レ
ー

キ
）
な
ど
の
チ
ェ
ッ
ク
項
目
に

つ
い
て
、
生
徒
は
練
習
し
て
き

た
こ
と
を
思
い
出
し
な
が
ら
点

検
を
し
た
。

　
終
了
後
、
学
生
は
自
動
車
の

持
ち
主
に
点
検
結
果
を
報
告
し

「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」

と
あ
い
さ
つ
。
持
ち
主
も
笑
顔

で
手
を
振
っ
て
い
た
。

　
参
加
し
た
学
生
は
、「
練
習
の

成
果
を
発
揮
で
き
、
お
客
様
に

も
喜
ん
で
い
た
だ
け
て
う
れ
し

か
っ
た
」「
学
校
と
は
違
う
緊
張

感
が
あ
り
ま
し
た
が
、
い
い
経

験
に
な
り
ま
し
た
」
と
話
し
た
。

　
無
料
点
検
は
、
一
般
社
団
法

人
宮
城
県
自
動
車
整
備
振
興
会

が
主
催
。
み
や
ぎ
生
協
小
鶴
新

田
店
を
含
め
た
県
内
16
カ
所
で

実
施
し
た
。

日
頃
の
点
検
技
術
を
市
民
に
披
露

宮
城
県
立
仙
台
高
等
技
術
専
門
校

マ
イ
カ
ー
無
料
点
検

「液体窒素のふしぎ」では、
バラなどを凍らせる実験を
行った

電子オルゴールの製作など、東北ポリテッ
クビジョン in 栗原のものづくり体験教室
も盛況

「図工椅子の製作体験」では、実際
に木製のイスを作りながら、木造建
築で用いられる工法を学んだ

一迫商業高等学校の生徒たちがプロ
デュースする「キッズビジネス販売体験」
では、子どもたちが餅の販売を行った

車好きなお客様と車談義も弾
む。市民との交流も有意義な時
間となった

プロの自動車整備士の指導を受
けながらの点検。学校とは違う
学びがあった

エンジンルーム内の点検も万全
に。大切な愛車を預かるという
緊張感と誇りを持つ

スーパーの駐車場でマイカー無
料点検を実施、30台以上の応募
があった

記念撮影。発表者は、今後の頑張りを互いに誓い
合っていた

会場には岩手・宮城・福島で活動する大学生らが
集まり、発表に耳を傾けた

開会のあいさつをする住友
商事環境・ＣＳＲ部社会貢
献チーム長の江川友浩氏

中間報告会では、参加
者から発表者に対し活
発な意見が出された


